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		ナビゲーションに移動
		検索に移動
		このページは校正済みです
て、よく治めしめむとならば、周の代のはてかたにも、必（ズ）又聖人は出ぬべきを、さもあらざりしはいかにぞ、もし周公孔子にして、
旣（スデ）に道は
備（ソナハ）れる故に、其後は聖人を出
（ダ）さずといはむも、又心得ず、かの孔丘が後、其
（ノ）道あまねく世に行はれて、國よく治まりたらむにこそ、さもいはめ、其後しもいよゝ其
（ノ）道すたれはてゝ、
徒言（イタヅラゴト）となり、國もます〳〵みだれつる物を、今はたれりとして、聖人をも出
（ダ）さず、國の
厄（マガ）をもかへりみず、つひに秦
（ノ）始皇がごと
荒（アラ）ぶる人にしも
與（アタ）へて、
人草（ヒトクサ）を
苦（クル）しめしは、いかなる天のひがごゝろぞ、いと〳〵いぶかし、始皇などは天のあたへしに非る故に、久しくはえたもたず、ともいひ
枉（マグ）べけれど、そも
暫（シバラク）にても、さる
惡人（アシキヒト）にあたふべき理あらめやも、又國をしる君のうへに、天命のあらば、下なる
諸人（モロビト）のうへにも、
善惡（ヨキアシ）きしるしを見せて、
善（ヨキ）人はながく
福（サカ）え、
惡（アシキ）人は
速（スミヤ）けく
禍（マガ）るべき理なるを、さはあらずて、よき人も
凶（アシ）く、あしき人も
吉（ヨ）きたぐひ、
昔（ムカシ）も今も多かるはいかに、もしまことに天のしわざならましかば、さるひがことはあらましや、さて後
（ノ）世になりては、やうやく人心さかしきゆゑに、國を奪ひて天命ぞといふをば、世
（ノ）人の
諾（ウベ）なはねば、うはべは
禪（ユヅ）らせて
取（トル）こともあるをば、よからぬことに
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